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まちの話題

町民フェア

お知らせ

玉黄金

3月号の主な内容龍北中学校卒業式

　３月１４日に町内の中学校（卒業生３９名）

２３日に小学校（同７１名）で卒業式が行わ

れました。児童生徒たちは、慣れ親しんだ恩

師や仲間との別れを惜しみつつ、新しい門出

へ出発しました。
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　２月２３日に大勝小学校で龍郷漁業集落による魚
のさばき方教室が行われました。子どもたちに奄美
の豊かな海と親しくなってほしいと企画されまし
た。魚はカンパチを使用し、三枚おろしの実演後、
切り分けた魚を子どもたち自身で刺身にして盛り付
け食べました。
　教室では、「暖かい地域の魚は表皮にぬめりがあ
り、よく洗わず刺身にすると食中毒を起こす。」「浅
瀬でも生息する毒のある貝の紹介」など、海の生物
に対する正しい知識も教えました。
　子どもたちからは、「難しかったけれど、切り方
が分かってくると楽しい。」「今度は自分で釣った魚
をさばいて食べてみたい。」といった感想が挙がり
ました。

大勝小学校
「魚のさばき方教室」

三枚おろしの実演の様子

みんなで美味しくいただきました。

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成29年 2月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,012
6,055
2,940
3,115

+3
+2
-1

　+3

▲

　龍郷町消防団に積極的に協力する「龍郷町消防
団協力事業所」として、奄美大島酒造㈱が認定さ
れました。これは町消防団協力事業所表示制度に
伴う認定で、１年以上の勤続職員が２名以上いる
事業所が対象となり、同社で６事業所目となりま
す。地域の安全のため活躍する消防団にさらなる
期待が寄せられます。

消防団協力事業所に
奄美大島酒造㈱

３月２１日に交付式が行われました。

▲
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平成２８年度公民館講座
合同閉講式・学習発表

町長室で表彰式が行われました。

▲

　農水省主催による２０１６年度地産地消給食等
メニューコンテストで龍郷町立学校給食センター
が給食部門で九州農政局長賞を受賞しました。同
センターが応募したメニューは「アラセツに伝統
食品を味わう」というもので、ミキや豚骨と野菜
の煮物など奄美の伝統食を給食の献立に加えたも
の。旧暦の８月にあるアラセツ行事の前日に町内
に９つある小中学校の給食で提供されました。
　メニューを考案した坂元生代栄養教諭は「奄美
は長寿の島と言われているが平均寿命が短くなっ
てきている。昔ながらの伝統食を食べる機会が
減ってきているのも一因ではないか。子どもたち
に奄美の味を体験する機会を増やしたい。」と語
りました。

龍郷町給食センター
九州農政局長賞受賞

受賞した給食メニュー

▲

　３月１２日にりゅうゆう館で「平成２８年度公民
館講座合同閉講式・学習発表」が行われました。本
年度は２９９名が各種講座を修了。修了証書の授与
や表彰のほか、発表では合唱や舞踊など多彩なプロ
グラムがありました。講座生は、約１年にわたり仲
間たちと楽しく学んだ成果を存分に披露しました。

※給食センターでは地元で採れた食材を活用し

ています。かわいい子どもたちのために皆さん

の育てた野菜を納入しませんか？

▷問い合わせ先

　龍郷町立学校給食センター

☎０９９７- ６２- ５５７０

合唱の様子

龍郷町立学校給食センターの皆さん
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　龍郷町の産業文化の祭典「第 18
回龍郷町民フェア」が２月 12 日

（日）、体育・文化センターりゅう
ゆう館でありました。舞台発表や
バザー、講演など様々な催しを目
当てに多数の来場があり、会場は
活気にあふれました。＝各種被表
彰者は 5ページ以降に掲載＝
　舞台発表では、保育園児や児童
生徒たちの遊戯や劇のほか、赤徳
小学校の合唱、龍北中学校の島口
を使った劇、嘉渡集落の八月踊り
などを展開。その後、大島まりさ
んが「夢を紡ぐ～理科から科学技術へ～」をテーマに講演会を行いました。
　そのほか、地場農林水産物や大島紬の展示即売、健康相談コーナーなどもありました。

第 18回龍郷町町民フェア
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 町 民 フ ェ ア 表 彰

岩崎　勇
久場

伊藤　ミサエ
中勝

梅村　みよ
芦徳

久保　秀信
赤尾木

奥田　ヤス子
大勝

肥後　サツ
秋名

川口　武弘
龍郷

（敬称略）

森山　ツギ
赤尾木

𠮷井　信雄
芦徳

岩越　忠子
浦（愛寿園）

早川　忠子
芦徳

福山　ヨネ子
芦徳

川畑　照吉
赤尾木

池岡　ムメ
芦徳

ｶｰﾂ・ﾘﾁｬｰﾄﾞ・ﾐﾙﾄﾝ
秋名

宏洲　弘
浦

瀧　ウメ
浦（愛寿園）

樋脇　野枝
浦（愛寿園）

池　正克
芦徳

【お名前のみ】
柳　ツヤ子

下戸口

【お名前のみ】
三界　勝義

手広

【お名前のみ】
伊東　隆博

幾里

【お名前のみ】
林　カツヱ

浦（愛寿園）

【お名前のみ】
仰　利雄

大勝

高齢者良い歯の表彰 健康長寿努力表彰

健 康 長 寿 表 彰

80 歳以上で、自分の歯を
20 本以上保持している方が対象です。

90 歳以上で、健康づくりに努め
て過去３年間介護保険の利用が無
く、元気に自立した生活を送られ

ている方が対象です。

90 歳以上でこれまで介護保険の利用がなく、元気で自立した生活を送られている方が対象です。
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▼
大
島
紬
功
労
者
の
部

・  

隈
元　

智
江
子
（
玉
里
）

▼
大
島
紬
の
部

・
龍
郷
柄
の
部

　

田
辺　

タ
ツ
ヨ
（
興
紬
商
店
）

・
13
ヨ
ミ
の
部

　

柳
原　

ヨ
ネ
子
（
前
田
紬
工
芸
）

・
９
マ
ル
キ
の
部

　

渡　
　

キ
代
子
（
興
紬
商
店
）

　

篠
浦　

カ
ヨ
子
（
興
紬
商
店
）

・
７
マ
ル
キ
の
部

　

大
津　

た
ず
子
（
興
紬
商
店
）

　

加
藤　

い
ち
子
（
興
紬
商
店
）

　

福
原　

順
子
（
夢
お
り
の
郷
）

　

※
福
原
さ
ん
７
マ
ル
キ
２
点
入
賞

・
よ
こ
の
部

　

宏
洲　

典
子
（
夢
お
り
の
郷
）

・
男
も
の
の
部

　

榊　
　

辰
子
（
前
田
紬
工
芸
）

★５歳児むし歯ゼロ表彰★
平
成
28
年
度
５
歳
児
歯
科
健
診
で
１
本
も
む
し
歯

が
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

宮口　蒼
そ ら

空 
玉里

赤尾　幸
こうだい

大 
中戸口

緑　空
か ら に

仁
赤尾木

岩崎　隼
は や た

大
久場

石原　充
み つ き

葵
大勝

川畑　舞
ま の

乃
浦

柳田　美
み お

桜
大勝

重田　拳
けんしん

伸
玉里

前田　宇
うきょう

暁
大勝

嶽﨑　凱
がい

瀬留
伊藤　晴

はる

玉里
梶原　朱

あ か ね

希
玉里

山田　璃
り あ

葵
中勝

柳　賢
けんしん

心
大勝

且　こころ
芦徳

榮　仁
に い な

愛
玉里

諏訪　匠
たくみ

芦徳
木上　天

てんしょう

翔
中勝

中水　呼
こ は る

春
芦徳

内野　灯
あかり

龍郷

　

平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
が
高
く
、
集
落
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

集
落
で
す
。

第
１
位 

円
集
落　
　

  

56
・
９
％

第
２
位 

久
場
集
落　

  

50
・
０
％

第
３
位 

赤
尾
木
集
落  

39
・
４
％

特
定
健
診
表
彰

産 

業 

部 

門

（敬称略）

田島　愛
め も

萌
大勝

奥野　あいら
浦

矢野　りりこ
玉里
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　龍郷町生涯学習センター「りゅうがく館」は、
町民の自ら学習する意欲と能力を醸成し、生涯
学習の総合的な推進と効果的な支援を図るべ
く、地域づくりの拠点施設として、講堂・学習
室・図書室・多目的室・文化財展示室・視聴覚
室・研修室・音楽室・和室・調理室・各種団体
室等があり、さまざまな生涯学習に対応できる
施設として 4 月１日開館します。また、落成
式は４月３０日に行う予定です。町民多数の来
館をお待ちしています。

龍郷町生涯学習センター
「りゅうがく館」 ４月１日開館

和室

学習室 図書室

親子読書室

調理室

文化財展示室

音楽室和室と調理室は通行可能

講堂は２００人以上収容可能

りゅうがく館外観

屋上からの景観

エレベーター有
各種団体室



広報たつごう　8

『奄美群島国立公園』の誕生について

　

詳しくは、環境省 HP：「奄美群島国立公園について」

　　　　　　http://www.env.go.jp/nature/np/amamigunto.html　をご確認ください。

また、国立公園内においては、着手する行為によって許可が必要となります。

　詳しくは、環境省 HP：「国立公園において許可又は届出が必要な行為と様式」

　　　　　　http://www.env.go.jp/park/apply/basic_01.html　　をご確認ください。

　環境省は、平成２９年３月７日に奄美群島を

「奄美群島国立公園」として指定しましたので

お知らせいたします。

　奄美群島国立公園は、国内で３４カ所目の国

立公園として、奄美群島全８島で構成されてい

る地域からなり、国内最大規模の亜熱帯照葉樹

林が広がり、アマミノクロウサギをはじめとす

る固有で希少な動植物が生息・生育するととも

に、世界的北限に位置するサンゴ礁のほかマン

グローブや干潟など多様な自然環境を有してい

ます。また、人々と自然の関わりを示す文化や

集落景観を資源とした「生態系管理型」と「環

境文化型」の２つの大きな特徴があります。

▷問い合わせ先

　　　　　　　龍郷町役場　生活環境課　☎０９９７- ６９- ４５２５

　　　　　環境省奄美自然保護官事務所　☎０９９７- ５５- ８６２０
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１　目的

   　重度の障害児又は障害者に対して，その障害により必要となる特別の負担の軽減を図るため

　　手当が支給されます。

２　支給要件

　 （１）　障害児福祉手当

　　　　２０歳未満で，精神又は身体に重度の障害を有し，日常生活において，常時，介護を必   

　　　　要とする在宅の方に支給されます。（身体障害者手帳１級程度，療育手帳 A １所持の方な

　　　　ど）

          

   （２）　特別障害者手当

　　　　２０歳以上で，精神又は身体に重度の障害を有し，日常生活において，常時，介護を必要

　　　　とする在宅の方に支給されます。（身体障害者手帳１級程度の障害が重複する方，療育手

　　　　帳 A １所持の方など）

          

　　　※身体障害者療護施設に入所している場合や病院又は診療所に継続して３か月以上入院して

　　　いる場合は対象外です。

３　支給月額                                                                   

  

                  

４　支払時期

　　原則として毎年２月，５月，８月，１１月にそれぞれの前月分までが支給されます。

５　所得制限

　　受給者若しくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるときは手当は支

　　給されません。

６　問合せ先

　　　　　　　　　　龍郷町役場　保健福祉課　☎０９９７- ６９- ４５１４

　　　大島支庁　地域保健福祉課　地域支援係　☎０９９７- ５７- ７２４３

特別障害者手当及び障害児福祉手当について

 区　　分 平成２９年３月まで 平成２９年４月から

障害児福祉手当 １４，６００円  １４，５８０円

特別障害者手当 ２６，８３０円 ２６，８１０円
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不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

龍
郷
町
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
を
町
内
全
域
で
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
。
近
年
、
新
た
な
不
法
投
棄
の

件
数
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
、
町
内
の
林
道
沿
い
な
ど
未
だ

に
不
法
投
棄
は
絶
え
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

不
法
投
棄
は
、
重
大
な
犯
罪
で
す
。

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
（
法
人
に
は
３
億
円
ま
で
加
算
で

き
る
）
の
罰
金
と
い
う
厳
し
い
罪
に
な

り
ま
す
。
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ

せ
な
い
。
見
か
け
た
ら
す
ぐ
通
報
」
の

意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み

良
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
集
落
内
の
粗
大
ご
み
置
き

場
な
ど
に
町
が
回
収
し
な
い
テ
レ
ビ
や

冷
蔵
庫
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
ご
み
が

置
き
ざ
り
に
さ
れ
、
各
集
落
が
対
応
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

現
場
の
状
況
に
よ
り
役
場
、
警
察
、
名

瀬
保
健
所
等
と
連
携
し
ご
み
の
排
出
者

の
特
定
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
ご
み
の
分
別
は
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
発
行
冊
子
「
ご
み
分
別
一
覧
表
」

年
金
保
険
料
学
生
特
例

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
で
、
本
人

の
前
年
所
得
が
規
定
式
で
計
算
し
た
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
め
や
す
】

　
　

１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。
承
認
を
受
け
た
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
引
き
続
き
同
制
度

を
希
望
す
る
揚
合
は
、
４
月
に
再
申
請

の
用
紙
返
送
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

　
　

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
７

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
生
活
環
境

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
は
分
別
を
し
、
正
し
い
ご
み
出

し
で
美
し
い
奄
美
の
自
然
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
生
活
環
境
課

　
　

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
２
５

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

農
作
業
事
故
は
農
繁
期
に
多
発
す
る

こ
と
か
ら
、
県
で
は
４
月
か
ら
６
月
に

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を
実

施
し
、
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
を
広

く
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
農
作
業
中
の
死
亡
事

故
が
12
件
発
生
し
、
依
然
と
し
て
無
く

な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

農
作
業
死
亡
事
故
の
半
分
は
ト
ラ
ク

タ
と
耕
う
ん
機
に
よ
る
も
の
で
、
ト
ラ

ク
タ
の
死
亡
事
故
の
約
８
割
は
転
落
・

転
倒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
備
し
、
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
耕
う
ん
機
の
事
故
の
４
割
は

バ
ッ
ク
し
た
と
き
に
挟
ま
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
バ
ッ
ク
す
る
時
は
必

ず
後
ろ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
経
営
技
術
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
１
５
５

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

１　

運
動
期
間

  　

４
月
６
日
（
木
）
～
４
月
15
日
（
土
）

２　

ス
ロ
ー
ガ
ン

    

「
横
断
は　

し
っ
か
り
よ
く
見
て　

た
し
か
め
て
」

３　

運
動
の
最
重
点

   

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

４　

運
動
の
重
点

▼
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
（
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
特
に

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

▼
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
生
活
文
化
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
２
３

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

6（木）  小中学校入学式 各学校

7（金）
 でぃでぃクラブ 13：30

どぅくさぁや館

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00
12（水） お腹スッキリ運動教室 19：30
13（木） 乳児健診 12：30

14（金）
 でぃでぃクラブ 13：30
 かめのこクラブ 10：00

18（火） ３歳児健診 13：00
19（水） たつごう在宅家族の会 13：30 肥後医院

21（金）
 でぃでぃクラブ 13：30

どぅくさぁや館
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00

27（木） 歯科健診 13：00

28（金）
 でぃでぃクラブ 13：30
 かめのこクラブ 10：00

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
登
隆
典
さ
ん
（
故
青
木
武
雄
さ
ん
）

・
竹
下
ハ
ナ
子
さ
ん
（
故
竹
下
勇
さ
ん
）

【
愛
寿
園
】

・
興
髙
久
さ
ん
（
故
興
ス
ミ
コ
さ
ん
）

・
田
崎
フ
エ
さ
ん
（
故
田
崎
善
兒
さ
ん
）

・
新
納
勝
廣
さ
ん
（
故
當
田
國
義
さ
ん
）

・
生
竜
二
さ
ん
（
故
生
タ
ヨ
子
さ
ん
）

４
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
２
月
届
出
】

清
田　

莉り
の
あ
乃
愛

丸
山　

学がく
し司

　
（
敬
称
略
）

龍
郷

手
広

保
護
者
名

輝
宏

美
香

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
２
月
届
出
】

竹
下　

勇

国
本　

タ
エ

青
木　

武
雄

大
郷　

實
敏

（
81
）

（
95
）

（
97
）

（
105
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

中
勝

手
広

瀬
留

円

香 

典 

返 

し 

お 

礼
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

3
M
arch

2017

しもだ   あん　 　　　

Ｈ 28. 3.29　生

父 岬平 / 母 明奈  中勝

下田 杏 ちゃん

　よこお    たくみ 　　　　

Ｈ 28.  3. 17　生

父 伸広 / 母 尚美 瀬留

横尾 拓海 くん

たばた　   ななか　　　 　　

Ｈ 28. 2. 9　生

父 教行 / 母 真衣子 瀬留

田畑 奈々花 ちゃん

いずみ  りう　　　　 　　

Ｈ 28. 3.24　生

父 優次郎 / 母 優衣 玉里

泉 梨優 ちゃん

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

西郷南洲翁上陸記念祭

　来年のＮＨＫ大河ドラマが「西郷どん」に決定し、関心が高まるなか、２
月１６日に志塾・西郷塾主催による「西郷南洲翁上陸記念祭」が開催されま
した。西郷隆盛翁が船で龍郷へ上陸する場面を再現し、西郷松跡地で式典が
行われた後、龍郷小学校で奄美観光大使の東京工業大学教授大江修造先生に
よる講演会が行われました。また、志學館大学教授である原口泉先生も駆け
つけ、軽快なトークで会場を盛り上げました。


